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第4章 金触媒によるアルキニル N-スルフィニルイミンの O-S/N-S 結合二重挿入型骨格転位反応 
 
第5章 結論 
（別紙様式５）                                       
(NO．2) 
論 文 内 容 要 旨 
 
第1章 序論 









 この構想の下、筆者は比較的反応性の高い N-O 結合および N-S 結合に着目し、その結合開裂を伴う 
転位を鍵とするカスケード反応の開発に取り組んだ。 
 
第2章 銅触媒による N-アルコキシアニリンの[1,3]-アルコキシ転位反応におけるメタ位置換基効果 
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 第 4 章では金触媒によるアルキニル N-スルフィニルイミンの O-S/N-S 結合二重挿入型骨格転位
反応の開発に取り組み、スルフェニル基およびカルボニル基で官能基化された 2H-アジリンが効
率的に得られることを明らかにした。この反応はスルフィニルイミンの酸素移動により生じるチ
オオキシムを経由していると考えられ、本手法はごく限られた報告しか例のない官能基を有する
特殊な中間体を触媒的に発生させることができ、この発生を起点とした分子変換プロセスに活用
できることを示している。 
 
 本研究の成果は、ルイス酸性金属触媒による転位を経由するカスケード反応が合成困難な有機
分子の一挙構築あるいは新規転位反応の開発において有効であることを示している。これらの研
究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって、田代大樹氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と認める。 
 
 
 
 
